
⽣徒主体の授業を⽬指した脱⽳埋め型学習プリントの取組 

現段階での成果と課題 
天草市⽴本渡中学校社会科 

１ ⽬的 
 ・⽣徒主体の授業に向けて、教師の意図が多く反映された⽳埋め型学習プリントを⽤いな 

いことを通して、⽣徒⼀⼈⼀⼈が必要な情報を取ることができる⼒を⾝につけることを 
⽬指す。 

 ・多様なまとめ⽅に触れ、⾃分なりのまとめ⽅を⾝につける機会を保障する。 
	
２ 具体的取組	
（１）Google スライドを⽤いて、学習課題に対する情報収集・整理分析を⽣徒に委ねる。	
 ・学習課題や⽣徒に読み取ってほしい資料や調べてほしい部分など予め枠を⼊れておく。	
  例 ⽣徒作成スライド	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
（２）教科内の授業の進め⽅を統⼀	
 ・授業冒頭で学習の⼿引きを⽰し、進め⽅を⽣徒に提⽰する。	
 ・他者参照を常に⾏うことができる状況を作る。	

⇨同じ流し⽅をすることで、⽣徒にとっては⾒通しを持つことができるとともに、教師にとっては、
流し⽅の改善について意⾒交換が⾏いやすくなる。	

 	 例	 学習の⼿引き 	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

  

  



（３）単元デザインの⼯夫	
・単元で⽣徒に委ねる場⾯を前半にたくさん持ってきた時の不安として知識の定着が話題となった。そ

こで、単元デザインと単元テストの活⽤について次のように⼯夫した。	
 ・単元デザインのイメージ	
	
	
	
	

・導⼊後、数時間、単元内⾃由進度学習を取り⼊れる	
・単元後半に、1 時間もしくは２時間、業者の単元テストを利⽤して知識定着の時間を作る。 	

・知識定着の⽅法 例	
 ・単元テストの活⽤ 	

   班で⼀緒に解く 20 分勉強 20 分解答 10 分で採点	
・評価に関しては、上記の流れで⾏う単元テストが複数枚に渡るので、⼀定期間置き、どれが出るか

わからない状態で個⼈でテストを⾏い、それを補助的な評価とする。	
４ 現段階での成果と課題	
（１）成果	
  ・⼩学校段階でこのスタイルで授業に取り組んだ⽣徒（本校１年⽣・２年⽣）にとってスライドにま

とめることは知識の整理となり、有効な活動として機能している。	
  ・他者参照により多様なまとめ⽅に触れることで、⾃分に合ったまとめ⽅の習得と、本当に必要な情

報を収集する部分についての意識が⾼まった。	
  ・⼀⻫授業では参加できていなかった⽣徒が、端末を活⽤したことで授業に参加できるようになっ

た。	
  ・学習の⼿引きの中に「キーワード」や「⾒⽅・考え⽅」の視点を⽣徒が意識して学習に取り組むこ

とができるようになってきた。	
  ・⽣徒の学習経験を重ねることで、より学習の質が⾼まることが分かった。	
  ・教師の発話量が減り、⽣徒の活動もしくは⽣徒の発話量が増えることに繋がり、⽣徒主体の授業へ

の教師の授業観転換の⾜がかりになった。	
	
（２）課題	
  ・⼩学校段階で端末を⼗分活⽤してこなかった⽣徒（本校３年⽣）にとっては、端末を⽤いた学習経

験が不⾜し、ネックになることがあった。	
  ・現段階で、⽣徒に委ねると時間がかかり、単元ごとにプラス１時間ないし２時間かかることがあり、

進度の⾯で不安がある。	
  ・「⼤事なところがあっているかと分からない」「もっと教えてほしい」という⽣徒側からの不安の声

があった。そこで、「授業＝先⽣から教わるもの」という⽣徒の学習観を「授業＝⾃分たちが学ぶ
もの」に変える必要性があることが分かった。その対策として、⽣徒が⾃⾛できるようにするため
に、授業を進める上で、⼀つ⼀つ教師側から意図を説明し、共通理解を⾏なった上で進める必要が
あると共通理解を⾏った。	

	
	
	

単元内⾃由進度学習	
（⽣徒に委ねることが中⼼の授業） 

教師の説明や	
単元テスト活⽤ 

単元を通した	
課題へのまとめ 

導⼊ 



５ 追記 ２学期の実践 	
（１）⼩研授業での第 2 学年江⼾時代の幕政改⾰の実践（⽥中果歩教諭）	
①単元内⾃由進度学習	

   単元の導⼊で単元計画を⽰した後、⽣徒に学習計画を⽴てる時間を設定された。今回は班で江⼾
時代の産業や幕政改⾰のページについて、「産業」「交通」「⽂化」「政治」「外交」を⾃分たちの学
びたい順番に並び替えて学習の順番を決めるとともに、学び⽅の選択（②）、班での⽬標を決める
３つの項⽬で⾃分たちの学びを計画する活動を	
取り⼊れられた。	
②スプレッドシートでの⽴場の表明	

   ①の学習計画の中で、学び⽅の選択肢は、「個⼈」、	
「班で役割分担」、「先⽣から教えてもらう」、「他の	
班を参照」、「教え合い」の５つの選択肢をプルタ	
ブで準備し、班で選択し⽴場を表明させられた。	

    ⽣徒が活動計画を⽴てる様⼦の中では、「先⽣か	
ら教えてもらう」のは重なるとできないことを考	
え、他班の動きを⾒ながら⾃分たちで調整する様	
⼦が⾒られたとのことだった。	
③ミニ授業 	
 「先⽣から教えてもらう」の場⾯では、教師がミ	
ニホワイトボードを持ち歩き、全て解説するの	
ではなく、「これをした⼈は？」と教科書から	
⽣徒が情報を取ることができるような⼩さな発問	
を繰り返し、気付いていない部分を教えることで	
⽣徒と関わりを持たれた。	

	
（２）教科書読解トレーニングの実践（中⼭）	
  ①⽬的：教科書から必要な情報を読み取る⼒の育成とスライドまとめの時間短縮。	
  ②⽅法	

A教科書を読み、今⽇の学習課題に答える上で⼤切
だと思うところ３箇所に線を引っ張る！ 

（１⾊⽬） 
B線を引っ張ったところと、その理由をペアか班で 

交流する！ 
C交流して、⼤切だと思うところが変わったら、 
別の⾊で線を引く！（２⾊⽬） 
D全体の場で何⼈かに発表してもらい、⽐較する。 
E解説や交流を経た後に、もう⼀度⾃分が線を 

引っ張ったところを振り返る	
 ③深めるための⼯夫	

   ・⽣徒が線を引いたところを何⼈かに発表してもらい、「⾒⽅・考え⽅」が⼊っている表現を取り	
上げることができているところを教師が価値づけを⾏右ようにすると、多くの⽣徒が引けるよ
うになってきている。	

 

実際に提⽰したスライド 

 

 


